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令和３（２０２１）年度 事 業 報 告 書 

 

★ 大阪工業技術専門学校 

１．学科別出願者、入学者数の状況              （令和4（2022）年5月1日現在） 

         区分 

学科名 
入学定員 出願者 入学者 

建築学科 １２０名 １２１名(120) １１５名(109) 

建築設計学科 ３０名 ３５名(32) ３２名(30) 

インテリアデザイン学科 ４０名 ３６名(41) ３３名(36) 

大工技能学科 ４０名 ４３名(44) ４３名(42) 

ロボット・機械学科 ４０名 ３９名(45) ３４名(38) 

建築士専科 ５０名 ３７名(32) ３３名(31) 

Ⅱ部建築学科 ５０名 ６８名(68) ６１名(61) 

フレックス建築学科 ４０名 ０名 (2) ０名 (2) 

合  計 ４１０名 ３７９名(384) ３５１名(349) 

                                     （ ）は昨年度数 

２．就職の状況 

①Ⅰ 部 卒 業 生                      （令和4（2022）年3月31日現在） 

学科名 
令和元（2019）年度 令和2（2020）年度 令和3（2021）年度 

卒業者 求職者 内定者 内定率 卒業者 求職者 内定者 内定率 卒業者 求職者 内定者 内定率 

建築学科 88 65 56 86.2 101 71 67 94.4 113 97 88 90.7 

建築設計学科 14 9 9 100 22 17 15 88.2 24 20 16 80.0 

設備環境ﾃﾞｻﾞｲ

ﾝ学科 
11 11 11 100 7 7 7 100 1 1 1 100.0 

大工技能学科 31 31 30 96.8 33 32 32 100 28 26 25 96.2 

ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ学

科 
24 16 16 100 29 27 25 92.6 39 24 19 79.2 

ﾛﾎﾞｯﾄ･機械学

科 
40 38 37 97.4 43 41 41 100 40 39 32 82.1 

建築士専科 46 46 45 97.8 27 26 26 100 30 29 28 96.6 

合  計 254 216 204 94.4 262 221 213 96.4 275 236 209 88.6 

                                ※内定率は、内定者÷求職者で、単位は％です 
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３．教育行事 

1）企業研修 夏季:全学科合計：R3：100名（R2：未実施、R1：126名） 

         春季:全学科合計：R3： 55名（R2：161名、R1： 21名） 

※ 夏季または春季休暇期間中の1～2週間で実施 

※ 緊急事態宣言の発令に伴い、令和元（2019）年春季実施分は期間途中で中止、令和2（2020）年、 

夏季は中止とした 

2）保護者会の実施 

 ➣対面実施に代えて「進路説明会」を動画配信 

3) 大阪府「あすなろ夢建築」コンペへの参加 

   ➣令和3（2021）年度1名グランプリ、1名準グランプリ、1名奨励賞 

4）社会に向けたモノづくり実践事業 

   ➣大工技能学科の作品寄贈等学外実習は中止、学内実習に置き換えた 

  5）ロボット競技会の実施、及び全国専門学校ロボット競技会への参加  

➣令和3（2021）年度の開催中止（主催者） 

 

４．教育改革等 

令和 2（2020）年から続くコロナ禍対応策として、講義系科目はオンライン、実習系科目は対面の併

用型授業運営により進めた。オンライン授業については昨年からの経験もあって年度を通してスムー

ズに授業運営を行うことができたが、担当する教員により授業の質に差異も見られ、質向上を目指す

ことが検討事項であると確認された。3号館4階の4教室および6号館3階の1教室に電子黒板が設

置され、実施可能な科目から先行して電子教材を用いた効果的な授業の試行、検討を始めた。電子黒

板の導入により、オンライン授業で開発した電子教材が対面授業においても利用可能であること、効

率よく密度の高い授業が可能であること等が確認できたことは成果として挙げられる。引き続き ICT

活用による教育技法の検討、研究を行っていく。 

学力低位の学生が多く入学してくる中、基礎学力テストにより対象者を絞り出し基礎学力養成講座へ

の参加を指示。オンライン授業による講座であったが毎回ほとんどの者が参加しており、除中退への

歯止めに多少なりとも役立っていると推察する。しかしながら、コロナ感染拡大により休講や分散登

校など余儀なくされ、登校が減ったことで担任との接触機会、教員への授業内容の質問機会等が減少

したことは否めず、それが一定の除中退者を出した原因の一つとも考えられる。これについては時間

割の調整等も含め次年度の検討事項である。 

次に、キャリアデザイン授業の一部である「進路基礎講座」は社会人マナーやSPI対策、学生の進路

意識向上や活発な進路活動を促すことに効果を上げている。「企業研修」はコロナ禍で縮小や中止した

企業もあったが、そのような中でも多くの学生がエントリーした。これは企業側が採用活動の一環と

して重視する傾向が一因と思われる。企業研修は職業意識の強化や適性確認等、効果的に進路意識向

上を図る術でもあり、引き続き企業研修参加への継続的な指導を行っていく。 

最後に、多くの学外実習が中止となり、なかなか出口の見いだせない状況下の中、職業実践、産学接



3 

続を実現すべく、各学科で形を変え可能な限り、企業、行政等と連携した教育行事を行った。 

 

（1）資格取得強化事業 

新入生全員（リカレント学生の一部を除く）に対して実施している『ビジネス能力検定3級・2級（文科省

後援）』と学科の授業科目に対応した『福祉住環境コーディネーター3級』、『2次元CAD利用技術者

2 級』及び建築士専科が 100％合格を目標としている『2 級建築士試験（国家資格）』の合格率は下記

の通りである。 

 

Ⅱ部建築学科・フレックス建築学科を除く全学科（１年生）           （令和3.12.5実施） 

資 格 名 受験者数 合格者数 合格率 全国平均 

ビジネス能力検定３級 94名  72名 76.6％ 82.8％ 

ビジネス能力検定２級  8名   5名 62.5％ 71.3％ 

   

建築学科Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄクラス、建築設計学科（１年生）           （令和3.7.14～8.6実施） 

資 格 名 受験者数 合格者数 合格率 全国平均 

福祉住環境コーディネーター３級 92名   52名 56.5％ 84.4％ 

 

ロボット・機械学科（１年生）                  

資 格 名 受験者数 合格者数 合格率 全国平均 

２次元CAD利用技術者２級  13名    1名 7.7％ 集計中 

 

建築士専科 

２級建築士試験 

 受験者数 合格者数 不合格者数 合格率 全国平均 

学科試験（１次） 31名 25名  6名 80.6％ 41.9％ 

製図試験（２次） 23名 18名  5名 78.3％ 48.6％ 

総 合 31名 18名  3名 58.1％ 23.6％ 

 

☆ エクステンション事業 

資格取得支援事業として、主に卒業生及び在校生を対象に各種試験対策講座を実施した。 

・講座事業 

資格試験対策講座 受講期間 受講時間 受講者数 

2級建築士合格講座（製図） 2か月 63時間 11名 

第2種電気工事士講座（筆記＆技能）  4か月 65時間   未開講 

合    計   11名 
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＊積水ハウス 設計マインド研修 

1年次初級版として、10/17、24、31に入社1年目社員133名に研修（講習）を実施した。 

4年次中級版として、8/23、24、9/6、7、13、14、16、17に入社4年目社員81名に対する 

研修（講習）を実施した。両研修とも完全オンライン形式として開催した。 

 

☆ 校友会の活動状況 

１．第84期 総会をオンラインにて開催（令和3（2021）年11月13日） 

２．在学生への新型コロナ対策支援 

① 留学生支援（全留学生に1万円のQUOカード、昨年度未入国の留学生に３万円を贈呈） 

② 在校生支援（Ⅰ部全学生に1.2千円分の食事券、Ⅱ部全学生に千円のQUOカードを贈呈） 

３．支部活動及び留学生歓迎会や卒業パーティーについては、新型コロナの影響により中止 

４．入学お祝いのお食事券を発行 

５．校友会祝意として表彰と金一封を贈呈 

（①第39回ROBO-ONE ②ロボファイト23 ③第11回キャチロボトーナメント 

④第26回つやまロボコン ⑤第40回大阪都市景観建築賞 大阪府知事賞  (OB)  

⑥第53回中部建築賞 入賞(OB)） 

６．建築学科の現場見学会及びリカレント生の特別講座を実施 

７．日本国際ドラゴンボート選手権大会に出場（ｽﾓｰﾙの部 第4位） 

８．１級建築士合格者情報の入手要請を受け、一斉メールとHPにて報奨金制度を告知し、報奨金を贈

呈（25名） 

９．校友会ネットワーク推薦制度として7名を推薦した 

１０．卒業アルバムと校友会リーフレットを作成及び卒業セレモニーを学生自治会と企画（諸般の事情

により中止し、特別賞授与式に変更） 

１１．校友会奨励賞の審査及び表彰と金一封を贈呈（卒業式にて4組） 
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★ 大阪リハビリテーション専門学校 

１．入学試験の状況 

         区分 

学科名 
入学定員 志願者 合格者 入学者 

Ⅱ部理学療法学科（３年制） 40名 
58名 

(60) 

42名 

(46) 

40名 

(43) 

Ⅱ部作業療法学科（３年制） 40名 
44名 

(48) 

39名 

(40) 

34名 

(36) 

                                   （  ）は昨年度数 

  令和4（2022）年度入学試験より、社会人AO入試を開始した。 

各入試方式別の志願者数、入学者数は以下のとおりである。 

         区分 

学科名 
AO（高校生） 高校推薦 一般 社会人AO 

理学療法学科 

入学者数（志願者） 
4名（4名*） 1名（1名） 14名(22名) 21名(31名) 

作業療法学科 

入学者数（志願者） 
1名（1名*） 1名（1名） 15名(18名) 17名(24名) 

               ＊AO（高校生）入試エントリー人数は、PT 6名、OT 3名。 

 

２．国家試験の合格者数の状況 

  専任教員による国家試験対策授業に加え、複数回の模擬試験の実施と分析、外部講師による直前対策

セミナーを行った。また、模擬試験結果を踏まえ、成績低迷者に対しては個別やグループでの補講を

実施するなど、学生に合わせたきめ細やかな指導を行った結果、両学科ともに全国平均を大きく上回

る合格率を達成した。 

（１）OCRの合格状況 

 受験者数 合格者数 合 格 率 

理学療法士 24名 23名 95.8％ 

作業療法士 35名 33名 94.3％ 

（２）全国の合格状況 

 受験者数 合格者数 合 格 率 

理学療法士  10,549名 9,296名 88.1％ 

作業療法士   4,861名 4,311名 88.7％ 

 

３．就職の状況 

  令和3（2021）年度の求人数については、理学療法士2,380件、作業療法士2,236件であった。 

前年に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響はあったものの、求人数自体は昨年度よりも増加

した。両学科ともに、専任教員が個別で学生指導を行うと共に、臨床現場におけるネットワークを最

大限活用し就職支援を行った結果、下記の通りの結果となった。 
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卒業者数 
国家試験 

合格者数 

就職者数 

進学者数 
就職 

活動中 資格に係る業 その他 

理学療法学科 24 23 21 1  0 2 

作業療法学科 35 33 30 1 1 3 

※コロナ禍で求人を早期に締め切る病院や施設が増え、年明け以降の求人が減少している中、国家試験受験後の就

職先未定者は、希望地域や分野への就職に拘り、活動を継続しており、教員も要請に応じ引き続き指導を行う。 

 

４．教育指導 

退学者数の抑制を課題として、以下の対策を行なった。 

成績不良者には開講時間前の登校を義務化し、個別の課題学習に取り組ませ、技術未習得者に対して

も毎週土曜日の午後に、教員 3 名で実技指導にあたった。これらに加え、全般的に理解が難しいと思

われる科目については、時間外で補習授業を設定し、クラス単位で参加を促し、知識の習得をはかっ

た。また、退学者や休学者が特に 1 年次に多いことに鑑み、入学後の学習や学校生活を円滑に開始で

きるよう、不安点を解消する目的で、令和 4（2022）年度入学生に対する入学前オリエンテーション

を3 月に初めて実施した。また、入学後の個別面談については1 年に2 回実施しているが、1 年生の

前期に退学や休学が多い事から、1 年生は前期に集中して個別面談を 2 回実施し、各学生の状況把握

を強化するようにした。ただ例年、保護者との連携を強化するため学生の学習状況や生活態度などに

ついて保護者との面談を行なってきていだが、令和 3（2021）年度は新型コロナウイルスによる影響

で実施できなかった。 

臨床実習では、実習途中でのリタイアを無くすため、専任教員が定期的に実習先を訪問し、臨床実習

指導者と連携しての学生指導を実施している。全員一律での対応ではなく、問題となる学生を予測し、

回数を増やすなど、学生に合わせた細やかなサポートを行っている。 

教育課程の面については、両学科ともに職業実践専門課程として学校関係者評価委員会を1年に1回、

教育課程編成委員会を 2 回開催し、外部委員の意見を取り入れながら検討を重ね、指摘いただいた内

容について改善を行ない、教育内容に反映している。 

なお、理学療法学科では、開講時間を月曜日から土曜日の18時からに設定しているが、作業療法学科

については、平日の上記の開講時間に加え、16 時20 分からと土曜日の9 時から開講する時間選択制

を設け、柔軟な時間割設定を取り入れている。学生からの希望もあるため今後も継続していきたい。 

 

５．学習環境（施設）の整備について 

・2号館 601教室・講堂 プロジェクターの改修、作業実習室1 モニターの新規設置。 

       基礎医学実習室及び治療実習室 イスの新規購入。 

  ・2号館 情報処理室一式（PC、床張替及び什器）新規入替を行った。 
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★ 大阪保健医療大学 

１．入学試験の状況                                   （名） 

  区分     

 

専攻名 

入学 

定員 

志願者 

入学者 総合型

選抜 

学校 

推薦型 
一 般 

(センタ－併用) 

チ
ャ
レ
ン
ジ 

社
会
人 

指定校

推薦 
一般
（ＳＴ） 

第一次 

第二次 

（研究

科） 

合 計 

理学療法学

専攻 
70 

79 

(81) 

44 

(90) 

40 

(38) 

19 

（26) 

0 

(0) 

 22 

 (19) 
― ― 

204 

(254) 

85 

(79) 

作業療法学

専攻 
30 

24 

(15) 

11 

(23) 

12 

(6) 

8 

(5) 

0 

(1) 

 6 

 （3) 
― ― 

61 

 (53) 

26 

(22) 

言語聴覚 

専攻科 
40 ― ― ― ― ― ― 

26 

(29) 
― 

26 

(29) 

21 

(23) 

保健医療学

研究科 
 6 ― ― ― ― ― ―  

 3 

 (3) 

3 

(3) 

3 

(3) 

合 計 146 
103 

(96) 

55 

(113) 

52 

(44) 

27 

(31) 

0 

(1) 

28 

(22) 

26 

(29) 

 3 

 (3) 

294 

(339) 

135 

(127) 

 （第２志望含む）（ ）は昨年度数 

２．国家試験の合格者数の状況 

 学部では専任教員による国家試験対策授業、卒業生による対策講座やグループ指導、学内模擬試験、

外部講師による対策セミナー、各専任教員による個別指導等を実施するなど、両専攻共に組織的な取

り組みと各教員におけるきめ細やかな対応を実施したが、作業療法学専攻は全国平均合格率を下回り

不振な結果となった。両専攻で結果を分析の上、より有効な方策を共有しながら、令和 4（2022）年

度は共に全国平均を上回るだけではなく受験生全員の合格を達成できるよう更なる組織的な対策を検

討していく。言語聴覚専攻科においては、令和3（2021）年度も合格率100％を堅持し、OCR時代か

ら21年連続合格率全国第一位を達成した。 

（１）OHSUの合格状況 

 受験者数 合格者数 合 格 率 

理学療法士 74名 67名 90.5％ 

作業療法士 22名 17名 77.2％ 

言語聴覚士 26名 26名 100％ 

 （２）全国の合格状況 

 受験者数 合格者数 合 格 率 

理学療法士 10,549名 9,296名 88.1％ 

作業療法士 4,861名 4,311名 88.7％ 

言語聴覚士 2,593名 1,945名 75.0％ 
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３．就職の状況 

求人状況は理学療法士2,496件、作業療法士2,415件、言語聴覚士1,411件であった。 

各専攻、専攻科ともに、就職セミナーや面接指導を実施した。また、専任教員が求人票に基づき学生

指導を行うと共に臨床現場におけるネットワークを最大限活用し就職支援を行った結果、求人数はコ

ロナ禍以前と比較し減少しているが、下記の通りの成果を得た。 

 卒業者数 
国家試験 

合格者数 

専任職としての就職者数 

資格に係る業 その他 

理学療法学専攻 74名 67名 63名 3名 

作業療法学専攻 22名 17名 17名 0 

言語聴覚専攻科 26名 26名 26名 0 

 

４．教育指導 

本学では、令和2（2020）年度から新型コロナウイルス感染症対策の一つとして本格的に遠隔講義（オ

ンラインやオンデマンド）を取り入れ、令和 3（2021）年度についても教育上必要があり、かつ十分

な教育効果をあげることができると教学委員会が認めた科目については、コロナ対策以外でも恒常的

に遠隔授業を実施した。また、新型コロナウイルス感染症の感染状況によって、大阪府のステージや

要請に基づき、全面遠隔授業もしくは、対面授業と遠隔授業日のハイブリッド型で実施した。保健医

療学研究科においても、学部・専攻科同様に遠隔講義を取り入れた。 

保健医療学部においては、平成30（2018）年度より2学期クォーター制導入に伴い、PT・OT完全3

クラス制を実施し、令和4（2022）年度で4 年目となる。これまでの結果を分析し、教育効果を維持

しつつ教員の負担増等の課題について解決すべく、教学委員会で令和3（2021）年度に見直しを行い、

令和4（2022）年度より座学・実技・演習科目に応じて、クラス編成を改定する事とした。 

また、令和 3（2021）年度において、フォロー制度の実施状況とその効果、問題点等を抽出したとこ

ろ、フォロー制度の導入は退学率の低下につながっている事が明らかとなった。十分な学習機会を設

けているという事実は、本学が目指す人材を育成するための独自の教育システムとして、他学との差

別化においても継続するメリットが大きいと考えられる。一方で、学習低迷者の内でも、勉強をしな

い（怠慢）ために成績が低迷している学生にとっては、勉強の先延ばしにしかなっておらず、継続フ

ォロー制度があるが故に、フォロー授業を真剣に受講しない学生も散見され、成績低迷者の効果的な

底上げには課題がある事も確認された。その為、令和4（2022）年度よりフォロー制度を一部改正し、

学修意識を向上させる仕組みや学習支援塾と連携した継続フォロー制度を再構築し、これまでのフォ

ロー制度の効果を引き継ぎながら、成績低迷者の効果的な底上げを図れるよう努める。 

言語聴覚専攻科については、通常授業時の細やかな学生指導に加え、国家試験対策として学習低迷者

の個々の特徴を捉え、教員がきめ細かに指導方針を共有しあいながらグループ指導や個別指導を行い、

令和3（2021）年度の国家試験も合格率100％を達成した。 
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５．施設・設備 

令和 3（2021）年度に実施した学生生活アンケート結果（視聴覚に対する改善を求める意見）及び令

和 3（2021）年度より発足した学生満足度アゲ隊（学生及び教職員代表者で構成）からの意見を踏ま

えて、以下のAV機器の改修工事及びイスの新規購入を行った。 

・1号館 141教室・151教室 プロジェクターの改修及びモニターの新規設置。     

・2号館 601教室・講堂 プロジェクターの改修、作業実習室1 モニターの新規設置。 

       基礎医学実習室及び治療実習室 イスの新規購入。 

   また、新型コロナウイルス感染症対策として、空気清浄機を新規購入した。 

  ・1号館 2F（1205.1206.1207.1208）・5F（154.155.156.157.158） 

  ・2号館 情報処理室一式（PC、床張替及び什器）新規入替を行った。 

 

６．自己点検・評価 

「自己点検・評価報告書」で示している各基準項目の「改善・向上方策」の継続課題について、担当委

員会・部署にて内容を精査し実行に移していくことでPDCAサイクルに則り、諸活動を実施した。さ

らには、令和 4（2022）年度の財団法人日本高等教育評価機構へのⅡ期目の認証評価受審に向け準備

を開始した。 

 

☆ 福田学園校友会の活動状況 

１．理事会及び部会の開催 

①理事会 

理事会は 6 回開催され、研修活動、在校生支援活動、総会準備、予算案等について積極的な議論が

なされた。本年はWebと対面を併用したハイブリッドの理事会となった。 

②部会研修会 

新型コロナ感染症の影響を考えて、Web 開催の研修会を 6 回実施した。3 部会合同研修会 1 回、

PT・OT合同研修会1回、OT・ST合同研修会1回、OT研修会3回。 

 

２．福田学園校友会総会について 

総会もWeb開催で行い、予算案を承認いただいた。 

 

３．在校生・学校支援について 

・学園に新型コロナ対策費用として、300万円を寄附した。 

・在校生支援（椅子購入費助成）として、20万円を補助した。 

・学校行事（卒業式・入学式）には、オンデマンドで会長が祝辞を述べた。 

・卒業式では、校友会賞として賞状・副賞を各専攻の1人を表彰した。 

・ドラゴンボート大会では、OCT校友会に協賛という形で参加した。 
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★ 福田学園 

１．理事、監事、評議員について   

理事 選出母体    評議員 選出母体   

１号 
設置する学校 

の長（１名） 
福田 益和 

 

１号 
学園職員 

（６～８名） 

福田 益和 
 佐藤  誠 

２号 
評議員会 

（２名） 

宮﨑 安弘  伊東 和幸 

佐藤  誠  石倉  隆 

３号 
学識経験者 

（４名） 

山本 一仁  島  雅人 

水島  洋  越智 久雄 

渡邉眞一郎  宗林  功 

福田  眞  

２号 
卒業生 

（３～４名） 

今西 永兒 

監事   

村岡 かほる  宮本 光二 

菊田  薫  村野 智子 

  井口 知也 
    

３号 
学識経験者 

（６～８名） 

宮﨑 安弘 
    山本 一仁 
    水島  洋 

    福田  眞 
    福田 祐子 
    岡山 保美 
    高橋 弘樹 
     

２．教職員の状況 

  ２０２２年５月１日 現在 ２０２１年５月１日 現在 増  減 

ＯＣＴ教員 

専任教員 １５ １６ －１ 

非常勤講師 ７６ ７７ －１ 

（小 計） ９１ ９３ －２ 

ＯＣＲ教員 

専任教員 １５ １５  ０ 

非常勤講師 ９８ ８０ ＋１８ 

（小 計） １１３ ９５ ＋１８ 

ＯＨＳＵ教員 

専任教員 ３３ ３４ －１ 

非常勤講師 １９３ １７５ ＋１８ 

（小 計） ２２６ ２０９ ＋１７ 

事 務 局 

専任事務職員 ３３ ３１ ＋２ 

業務委託派遣事務職員      １      １  ０ 

（小 計） ３４ ３２ ＋２ 

合   計 

専任教職員 ９６ ９１ ＋５ 

講師・派遣 ３６８ ３３１ ＋３７ 

（合 計） ４６４ ４２２ ＋４２ 
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３．経費削減対策について 

ここ数年で、学園のサーバーのクラウド化、及びネット回線及び光電話の契約先の変更による経費削

減学園全体の複合機、コピー機、プリンターの全台入替えによる経費削減、また、空調機の更新、及び

デマンドコントロ－ラーの更新及び電力使用量の監視、1号館照明器具のLED化を行い電気料金の削

減を継続して行った。 

４．学園各号館の施設・設備改修計画について 

各号館の建物附属設備・機器等について、改修及び入替について緊急性や費用を鑑み、年次で実行に

移すための改修入替計画において、令和3（2021）年度は、漏水のあった1 号館 北側外壁改修工事

及び3階バルコニー防水及び東面外壁防水等改修を行った。さらには、2号館の情報処理室PC等（PC・

床張替・什器一式）の入替及び各教室の音響設備更新を行った。 

５．自己点検評価、学校関係者評価、第三者機関評価及び評価結果公表について 

OHSU においては、平成 27（2015）年度に「日本高等教育評価機構」による大学認証評価（第三者

評価）を受審し、機構が定める大学評価基準に【適合】との認定を受けているが、令和 3（2021）年

度は、「日本高等教育評価機構」による大学認証評価（令和4（2022）年度）のⅡ期目受審に向けた検

討・準備を進めた。 

OCT、OCRでは令和 3（2021）年度においても、職業実践専門課程の認定（申請条件）の中で、文部

科学省が策定したガイドラインに基づき、学内における自己点検・自己評価、また、外部関係者を委

員とした学校関係者評価を行うとともに、その結果をOCT、OCRホームページ上に公開した。 

また、令和3（2021）年度にOCRでは両学科とも（一社）リハビリテーション教育評価機構の認定審

査を受審し、「適合」の認定を受けた。 

６．「教育の質の確保と向上」に向けた5カ年計画の策定について 

経済状況の変化やグローバル化、就労に対する価値観の多様化、少子化等、学校を取り巻く環境は、

日々が大きく変化している。この様な大転換期においては、安定した学生数の確保のため、更なる信

頼性の向上が求められ、特に教育の質の確保と向上に向けた取組みを行った。このため、引き続き令

和3（2021）年度もOHSU、OCT、OCRにおいては、教育の質の確保と向上に対する5カ年計画（「中

期展望および期間中の取組み」）を策定の上、目標設定等具体的に取り組み、3校とも「教育機材、機

器備品の購入、校舎、建物附属設備の改修」については、計画の項目に必ず盛り込むこととした。 

７．教育訓練給付制度（専門実践教育訓練）の指定について 

厚生労働省が主幹となり、非正規雇用労働者である若者等がキャリアアップ・キャリアチェンジして

安定的に働くことができるよう教育訓練給付が拡充された『専門実践教育訓練』において、OCRでは、

令和2（2020）年度に理学療法学科（3年制）において再指定を受けることができた。 

OCTでは、令和2（2020）年度に新規指定から継続して2度目の再指定を受けることができた。 

８．ネット出願の導入について 

OCT に於いては、平成28（2016）年度より「キャリア教育共済協同組合」のネット出願事業の先行

的取組みをスタートさせ、ここ過去 3 ヵ年の実績では【令和元（2019）年度 95 名、令和 2（2020）

年度94名、令和3（2021）年度83名】となっており、第1回目入試から各回入試に於いても一定数
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のネット出願がある。しかしながら18歳人口減少の影響を受けて、平成30（2018）年度までの傾向

として出ていた年明け 1 月以降の大学からの進路変更者や併願組による顕著な傾向も見られなくなっ

た。その事からも今後、文科省が推進する『高大接続改革』にも対応したネット出願のシステム内容

についても注視して行く必要がある。 

OHSU（学部・ST）およびOCRは、全ての入試をネット出願にて実施した。文科省の方針では、令

和5年（2023）年度入試にむけて調査書の完全電子化を目指すとしており、今後ｅポートフォーリオ

の普及等と相まって、高校生・社会人の隔てなくネットでの出願が加速すると見込まれる。 

 

 参考資料 

★大阪工業技術専門学校 

＜学科別学生数の状況＞                   （令和4（2022）年5月1日現在） 

学 科 名 修業年数 １学年 ２学年 在籍数 増減 総定員 充足率 

建築学科 ２年 １２２ ８６ ２０８ －３３ ２４０ ８６.７％ 

建築設計学科    ２年 ３４ ２５ ５９ ＋２ ６０ ９８.３％ 

大工技能学科 ２年 ４３ ３２ ７５ ＋５ ８０ ９３.８％ 

ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 ２年 ３４ ２６ ６０ －１７ ８０ ７５.０％ 

ﾛﾎﾞｯﾄ･機械学科 ２年 ３４ ３６ ７０ －１２ ８０ ８７.５％ 

建築士専科 １年 ３３ － ３３ ＋２ ５０ ６６.０％ 

Ⅰ 部 小 計  ３００ ２０５ ５０５ －５４ ５９０ ８５.６％ 

増  減  ＋１ －５５ －５４    

建築学科Ⅱ部    ２年 ６６ ５２ １１８ ＋１３ １００ １１８.０％ 

ﾌﾚｯｸｽ建築学科    ２年 ０ １０ １０ －５ ８０ １２.５％ 

Ⅱ 部 小 計  ６６ ６２ １２８ ＋８ １８０ ７１.１％ 

増  減  +２ ＋６ ＋８    

        

合  計  ３６６ ２６７ ６３３ －４６ ７７０ ８２.２％ 

増  減  ＋３ －４９ －４６    

 

★大阪リハビリテーション専門学校 

＜学科別学生数の状況＞                  （令和4（2022）年5月1日現在） 

学科名 
修業 

年数 
１学年 ２学年 ３学年 ４年生 在籍者数 定 員 

在籍率 

（％） 

理学療法学科 ３年 ４１ ３８ ２４ ― １０３ １２０ 85.8 

作業療法学科 ３年 ３５  ２９ ２５ ― ８９ １２０ 74.2 

合  計  ７６ ６７ ４９ ― １９２ ２４０ 80.0 
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★大阪保健医療大学 

＜学科－専攻、専攻科別学生数の状況＞           （令和4（2022）年5月1日現在） 

専攻名 
修業 

年数 
１学年 ２学年 ３学年 ４年生 在籍者数 定 員 

在籍率 

（％） 

理学療法学専攻 ４年 ８５ ７９ ７６ ６０ ３００ ２８０ 107.1 

作業療法学専攻 ４年 ２６ ２０ ３７ ３２ １１５ １２０ 95.8 

学部小計  １１１  ９９ １１３ ９２ ４１５ ４００ 103.8 

保健医療学研究科 ２年 ３ ３ ― ― ６ １２ 50.0 

言語聴覚専攻科 ２年 ２１ ２１ ― ― ４２ ８０ 52.5 

合  計  １３５ １２３ １１３ ９２ ４６３ ４９２ 94.1 

 


